
 

1 

 

平成 28年度第１回 静岡市犯罪等に強いまちづくり推進審議会会議録 

 

１ 日  時   平成 28年９月５日（月） 15時 00分～17時 00分 

 

２ 場  所   静岡市役所 17階 固定資産評価審査委員会室 

 

３ 出 席 者   （委 員）木宮敬信委員（会長）、串原典委員 
増田育男委員、丸山恵子委員、望月雅彦委員 

（事務局）海野市民局長、伏見市民局次長、久保田生活安心安全課長、 
勝山課長補佐兼防犯・交通安全係長、常盤副主幹、藪崎主査、 
藤井主任主事、水野主事  

４ 傍 聴 者   なし  
５ 議  題 
（１）静岡市の犯罪状況について  （２）第２次静岡市犯罪等に強いまちづくり基本計画について  （３）同計画の進捗状況について 

 

６ 会議内容 
（１）あいさつ（市民局長） 
（２）委員委嘱 
（３）会長選出 
（４）静岡市犯罪等に強いまちづくり推進審議会について 
（５）議事 
事 務 局  これより審議会規則に従い、会長に議事の進行をお願いいたします。 

木宮会長  議題（１）静岡市の犯罪状況について、事務局から説明をお願いします。 

事 務 局 【資料１、資料２】について説明 

串原委員  資料１について、自転車盗とは、自転車そのものが持って行かれてしまうのか自 

転車に乗って犯罪を起こすということか。 

事 務 局  自転車そのものを持って行かれてしまいます。自転車が被害品、という意味であ
る。自転車は今やホームセンターなどで１万円程度の安価で購入できるため、持ち

主が「盗られてしまっても仕方ないかな」という気持ちになってしまっている状況

も多いと考えられる。 

串原委員  自転車盗がこれほど多いとは驚いた。 

増田委員  静岡市の平成 27 年の刑法犯認知件数が 5,072 件ということだが、楽観視できる

ものではないのではないかと思っている。駿河区の 1,968 件という数字は、静岡県
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内の市町で浜松市中区に続いてワースト２位。葵区も 1,848件というと、犯罪の多

い沼津、富士と肩を並べて、ワースト４位である。県庁所在地でもある静岡市なの

で、件数を下げたいと思う。よそと比べるのも違うのかもしれないが、そのあたり

はどうだろうか。 

木宮会長  減っているとはいえ、まだまだ減らせる余地は多くあると思う。 

増田委員  自転車盗は 1,465件で、１日あたり４件発生していることになる。この数字を下

げないことには刑法犯認知件数も下がることはないと思う。私は地域安全推進員を

12年ほどやっており、交番へ行く機会がよくある。安倍川花火大会の日に自転車を

盗まれた高校生がおり、私の家の近所に放置してあったため交番へ通報した。四日

後、盗難届けが出されていないので警察では対応できないと言われた。私が高校へ

連絡した。これがその自転車の写真である。前年にもこの生徒は自転車を盗まれた

ため、中古の自転車を買ったそう。しかし、鍵自体が自転車についておらず、それ

でまた盗まれてしまった。 

事 務 局  ワイヤー錠もついていなかったのか。 

増田委員  そう。城南高校の番号が貼ってあったので城南高校へ連絡をとった。また盗まれ
ては困るので私が責任を持って保管しておいた。３か月前に通報した際には、ごみ

だからといって私が西ヶ谷清掃工場へ自転車を捨てに行ってきた。駿河区では特に

多いと感じる。 

事 務 局  自転車は、防犯登録があれば、盗難届を出そうが出さまいが警察で所有者を調べ      ることができる。防犯登録がないとそれができないのが実情。 

木宮会長  自転車の問題は難しいと感じている。先ほどの事務局の説明で割れ窓理論の話が
あったが、通常は軽微な犯罪が減って、そのあと重大な犯罪が減るというのが一般

的。重大な犯罪を減らすために軽微な犯罪を取り締まるということになるわけなの

で、まず最初に万引きや自転車盗を減らしていくと他の犯罪も減るというのが一般

的な傾向で、全国的にもそういう形が多いのだが、静岡市の場合は、全体の刑法犯

認知件数は減少しているにもかかわらず、逆に身近な犯罪が増加している。これは

犯罪理論から少しはずれたケース。おそらく何か地域的な理由があるのでは。 

自転車が盗まれるということに関して、一般的な自転車盗を防ぐ取組とは違った

アプローチが必要なのではないか。例えば、自転車利用者がそもそも多いこともあ

ると思うが、アパートやマンションの自転車が盗まれるケースでは乗り捨てという

よりは、そもそもそれが欲しいからやる。駅や繁華街では目的が違って、いわゆる

乗り捨て。それらのケースとは何か違う傾向があるのかもしれない。 

また、大学での盗難について、昨年からも話が出ていたが、自転車盗が一番多く

盗まれているのは静岡大学の構内で、ナンバー２が常葉大学。ただ、盗まれた自転

車は大概見つかる。常葉の場合だと、ある学生が草薙駅に置いてあった自転車が盗

まれてしまったため、大学の他の学生の自転車を盗んでまた草薙駅などに乗り捨て

る、といったケース。認知件数としては増えるものの、実情は数名が自転車を取り
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替えて乗っているような状況が多々見られる。こういったことが静岡市の自転車盗

の件数を押し上げているのだとしたら、静岡市として取り組むべきところとは違う

ところにある気がする。 

いずれにしても刑法犯認知件数を 5,000件から減らすのであれば、身近なところ

で発生している犯罪の抑制に手をつけないと、既に件数はある程度のところまで減

ってきているわけなので難しいと思う。静岡市特有の犯罪傾向を分析してそれに対

する取組が必要になってくると思う。今までと同じ取組をやって同じくらいのペー

スで減少していくことは考えにくくなってきているのでは。 

望月委員  刑法犯認知件数の推移の統計の取り方、条件はずっと同じか。 

事 務 局  同じである。事件の大小にかかわらず一件としてあげている。 

望月委員  これだけ犯罪が減っているのはすごいと思うが、自転車盗などの軽微な犯罪が増
えているということは、犯罪の卵が順調に育成されてしまっているということだと

思う。犯罪は景気とも関係すると思うが、今は景気がいいからまだいいが、景気が

悪くなってしまうと、5,072 件まで減ったものが一気に増えてしまうような気がす

る。 

私も一度交番に相談したことがあるが、忙しかったのか、あまりまともに取り合

ってもらえなかった。自転車を盗んでも大したことにはならないから盗んでもいい

や、という意識があるのだとしたら、それが件数の増加につながっているのではな

いか。 

対策としては、一罰百戒という考えで誰かが大きいペナルティを課されればそれ

が減少につながるのではと思う。対策として現実的ではないかもしれないが、ゲー

トウェイ犯罪と呼ばれる犯罪の卵が増えているのはすごく気になったところ。 

事 務 局  件数について、自転車盗の場合は認知件数が実際の被害件数より多いと考えられ      るが、万引きは私服警備員が現行犯で捕まえることが多い。昔は、店も面倒くさい
からいいやと事件化しないケースもあった。だが今は、ゲートウェイ犯罪を一掃し

ようという流れがあり、警察は店側に被害届の提出を促している。万引きの場合は

発生件数＝検挙件数といってほぼ間違いないと思う。 

余談だが、20年ぐらい前は万引きといえば少年がやるものだったが、今は高齢者、

特に女性がスーパーで食料品を盗むケースが増えている。決してお金がないわけで

はなく、なんとなく先行きが不安で、というのがほとんど。 

木宮会長  全体の件数は減っているものの、細かく見ていくと問題点がないわけでもないし、
これから先、犯罪が０になるのが一番いいが少しでも近づけていくためにはまだま

だ検討の余地はある。静岡市は、３区それぞれ異なる傾向があるのでそれに即した

取り組みを行うことが、現実的に必要となってくるのではないか。 

これらを踏まえた上で具体的にどのような策を講じていくか、ということで、次

の議題に入りたい。      議題（２）第２次静岡市犯罪等に強いまちづくり基本計画について、事務局から説
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明をお願いします。 

事 務 局 【資料３】について説明 

木宮会長  目標を高く持って刑法犯認知件数を減らすことも重要なことだが、それを広く市
民に周知するというのも非常に重要と思う。基本計画の冒頭にも、安心して活動で

きる・・とあるが、「安心」と「安全」を両立するのはすごく難しいこと。 

基本計画 13ページ、14ページにあるように、これだけ犯罪が減っているのにも

かかわらず、市内の治安が回復していると感じている市民は少ない。 

防犯活動をやって安全になればなるほど、自分の地域はそんなに防犯活動が必要

なほど治安が悪いのか、と思ってしまい不安になる。これは人間の心理として当然

のこと。だからこそ、市民の安心感を醸成するためには、防犯活動と併せて、活動

の成果を多くの人に知ってもらうことが必要である。防犯活動を減らせとか防犯意

識を下げろということではない。 

防犯意識をキープしながら不安を高めずに、安心して暮らしていただくことを目

指すことが大事だと思う。例えば、現在は市で行う表彰制度がないと思うので、犯

罪が減っている地域を表彰する制度をつくるなど。 

望月委員  目標設定の仕方が正しかったのかどうかを検証する必要があると思う。目標が前
倒しで達成できたことについてはとても良いことなので、その理由を分析し、効果

的だった取組について集中的に取り組むことでより高い効果が得られると思う。 

木宮会長  では、議題（３）第２次静岡市犯罪等に強いまちづくり基本計画の進捗状況につ
いて、事務局から説明をお願いします。 

事 務 局 【資料４，５】について説明 

串原委員  防犯意識を高めるため、具体的な案として標語や絵のコンクールや、イベント時
にそのようなものを展示するなどしてみては。 

木宮会長  そのような案も防犯に関する啓発活動の新たな取組のひとつとして、検討してみ
てほしい。また、自転車盗について、具体的な取組をするとなるとここが一番かな

と思うが、自転車等駐輪場での啓発を清水区でのみ行っているようだが、自転車盗

で一番問題となっているのは駿河区。他の区でも同様の取組を行う予定はないのか。

また、当該事業は平成 28年度予算と回数が減ってしまっているのが気になる。 

事 務 局  葵区、駿河区での取り組みの予定と、平成 28年度予算と実施回数の減少理由につ      いて所管部署に確認し、次回の審議会で報告させていただく。 

串原委員  自転車については、犯罪の側面だけでなく、スマホのながら運転等交通安全の面
でも問題は多々あると思うので、一体となって取り組むことができるのでは。横の

連携が大事だと思う。 

望月委員  これだけ多くの取組を限られた予算でやるのはすごく大変ことだと思う。これら
の取組の結果により犯罪が減っているのだなと感じた。ただ、内容が重複していそ

うなものがいくつかある。例えばNo.19、37、38は不法投棄に関するパトロールな

どであるが、そのようなものを上手く調整して、合同で実施する等すれば、限られ
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た予算の中でより高い効果があげられると思うので、そういったことも検討してみ

たらどうか。 

増田委員  自転車盗を減らすことがやはり一番の課題かと思うが、以前に小学校で地域住民
が 300 人ほど参加した集まりがあった際、小学校に駐輪していた自転車 55 台のう

ち、14台が鍵をつけっぱなし、もともと鍵がないのが２台ということで、３割の自

転車がいつ盗まれてもおかしくないような状態だった。小学校の敷地内だから安心

と思ってしまうのかもしれないが、これでは自転車盗は減らないなと思った。 

特に高校では自転車通学する学生が多いと思う。高校での自転車盗難状況を分析し

て表彰制度などつくれるのでは。 

木宮会長  鍵があるのにかけない、というのは完全に意識の問題。 

丸山委員  自宅の敷地内なら盗られないだろうと思って鍵をかけない人がいるのだとしたら、
自宅の敷地内でも盗難の危険性があることを知らせることが必要だと思う。私自身

このような審議会に参加していなければ知ることはなかった。学校でもそういうこ

とを教えてくれていると思うが、子どもがそういったことを家族に話すとは考えに

くいので、大人に対しても、もっと直接広報するのがいいと思う。 

木宮会長  何をどう伝えるかが重要。また、今まで届いていなかった人たちに届けること。
今までと同じやり方では届く相手も変わることはない。 

木宮会長  議題は以上となるので、進行を事務局にお返しする。 

 

事 務 局  長時間にわたりご審議いただきありがとうございました。初回ということで、説      明の時間が長くなり、委員の皆様のご意見を伺う時間が短くなってしまい申し訳あ
りませんでした。本日いただいたご意見以外に、ご意見がありましたら事務局まで

ご連絡いただきたいと思います。 

次回の審議会は来年の１月頃までに開催する予定ですが、その間も委員の皆様に

は引き続きご協力をいただきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

 

（６）閉会 


